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様式第３ 

会  議  録 

 

会 議 名 
令和５年度第４回野田市老人福祉計画及び介護保険事

業計画推進等委員会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

１ 第９期野田市老人福祉計画及び介護保険事業計画

（野田市シルバープラン）の策定について（素案）

（公開） 

２ 地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）事

業所の指定更新について（報告）（公開） 

３ 地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）事

業所の指定廃止（域外）について（報告）（公開） 

日 時 
令和５年１１月１５日（水） 

 午後１時３０分から午後２時１０分まで 

場 所  市役所高層棟８階 大会議室 

出 席 者 氏 名 

会 長 鈴木 隆一 

副会長 川島 信良 

委 員 中林 隆   豊田 義雄  寺嶋 雪子 

大用 菜穂子 遠山 康雄  中村 綾子 

高森 輝行  山﨑 美紀  山名 裕里 

江幡 𠮷生  須賀田 貞彦 中山 道子 

香山 啓   澤田 健次郎 篠田 恵美子 

波戸 タカ子 森田 邦子  三輪 秀民 

天神 敏門  髙橋 武宜  鏡 浩美 

内藤 公子 

事務局 

今村 繁 （副市長） 

小林 智彦（福祉部長） 

山口 忠司（高齢者支援課長） 
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吉田 陽子（高齢者支援課長補佐兼介護認定係長） 

鈴木 智子（高齢者支援課高齢者支援係長） 

小沼 綾子（高齢者支援課介護給付係長） 

山下 敏也（高齢者支援課地域包括支援センター長） 

田中 道男（高齢者支援課高齢者支援係主査） 

神吉 真帆（高齢者支援課高齢者支援係主任主事） 

雨宮 和也（高齢者支援課高齢者支援係主任技師） 

太田 蒼人（高齢者支援課介護認定係主事） 

三浦 明日香（高齢者支援課地域包括支援センター

主任主事） 

宇佐見 有希（高齢者支援課地域包括支援センター

主任主事） 

岡田 譲史（高齢者支援課地域包括支援センター主

任主事） 

海老原 純一（生活支援課長） 

岡田 勇貴（障がい者支援課長） 

矢口 純一（社会福祉協議会主査） 

峯崎 光春（保健センター長） 

小島 信明（市民生活部参事兼国保年金課長） 

室井 忠顕（株式会社アールピーアイ栃木） 

谷田部 徹（株式会社アールピーアイ栃木） 

欠 席 委 員 氏 名 
委 員 秋田 茂   古賀 晴美   白島 智子 

鈴木 剛   藤井 愛子   柳田 信也    

傍   聴   者 ２名 

議 事 

令和５年度第４回野田市老人福祉計画及び介護保険事

業計画推進等委員会の会議結果（概要）は次のとおり

である。 

鈴木会長 

 

令和５年 11 月 15 日 午後１時 30 分、開会を宣言 

会議の成立を報告した。 
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高齢者支援課長補佐

兼介護認定係長 

 

 

鈴木会長 

 

 

 

 

 

山名委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者支援課長 

 

審議の公開について報告した。 

傍聴について説明した。 

 

欠席及び遅参の委員を報告した。 

会議録作成のため録音機を使用することを報告する

とともに、発言について説明した。 

 

議題１ 第９期野田市老人福祉計画及び介護保険事

業計画（野田市シルバープラン）の策定について（素

案） 

事務局から説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

 

二点あり、一点目が、68 ページの（３）①の五点目

のえんがわについてだが、「医療専門職の関与を行い

ながら推進」とあるが、これは具体的にどういうこと

なのか。105 ページに、「特別養護老人ホームのえん

がわを中心に」ということも書いてあるので、その点

について教えていただきたいと思う。 

二点目、99 ページの⑥だが、基幹型の地域包括支援

センターについて、現在、南第２包括分の業務を基幹

型が兼務しているということから、かなり多忙になっ

ていると思うのだけれども、困難で複雑なケースも増

加しており、基幹型に頼ることも多いので、次年度か

らどこかに委託の方向と聞いているのだが、その進捗

状況について、教えていただきたいと思う。 

 

一点目、えんがわについて、「医療専門職の関与を

行いながら」ということだが、先ほど第５章の変更点
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三輪委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ということで、「高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施」について検討を進めると話したのだけれども、

この保健事業と介護予防の一体的実施というのは、野

田市でどのような形で進めていくかということは、今

後検討していく形になるのだが、例えば医療専門職の

保健師等が、通いの場等に関与していき、そこに参加

している方に健康相談等を行う等の形での事業という

ことが考えられるので、そういう意味合いで、「医療

専門職の関与を行いながら」と記載させていただいて

いる。 

次に、地域包括支援センターの件なのだが、先ほど

委員から話があったとおり、現在、委託の方向で検討

を進めているが、具体的に、どこにいつから委託する

というような決定はしていない状況である。 

 

21 ページの、「（６）介護保険給付費の推移」につ

いて教えていただきたいのだが、（６）の６行目、「認定

率の増加に伴いサービス給付費も増加していますが、

特に居宅サービス給付費は大幅に増加しています。」

とある。確かにグラフを見て、施設サービス給付費は

ほぼ同じぐらいなのだが、居宅サービス給付費は相当

な勢いで増えているという感じはある。前回の第８期

計画の表現と比較してみたのだが、第８期計画では、

「施設サービス給付費は大幅に増加しています。」と

あり、この３年間で増加の項目として、施設サービス

から居宅サービスの方に移ったということではないか

と思う。一般的に考えられることは、施設や定員がそ

んなに増えることはないと思うので、在宅が増えてい

るのかなということで、今後高齢化が進むと、この給
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高齢者支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三輪委員 

 

 

 

鈴木会長 

 

 

 

 

 

付費がかなりのペースで増えていく懸念があるのだけ

れども、このことに対して、計画ではどのように対処

していくべきなのかというところ、その辺りの情報を

教えていただければと思う。 

 

確かに、こちらの表のように、居宅サービスが増加

している傾向である。今後も、認定者が増えていくに

従い、給付費も増えることが見込まれるわけだが、現

在は基本的に居宅でという流れがあるけれども、この

ままでは介護給付費がどんどん増えていくため、財政

的にもかなり厳しくなってくるということもある。 

そのため、一方では介護予防にも力を入れている。野

田市では、「介護予防 10 年の計」として、えんがわや、

シルバーリハビリ体操等の事業を進め、できるだけ介

護が必要とならないように、そういった事業を推進し

ているので、今後も介護予防に力を入れて、できるだ

け介護が必要とならないような形にできればというよ

うに考えている。 

 

ありがとう。できればその辺の意思をしっかりと計

画に反映させていくとか、今後もＰＲに努めていくと

か、そういうことをお願いしたいと思う。 

 

他に質問等を委員に問うた。 

質問等なし。 

議題１について、了承としてよいか。 

 

＜異議なしの声あり＞ 
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鈴木会長 

 

鈴木会長 

 

 

 

 

 

鈴木会長 

 

 

 

 

 

 

議題１は説明のとおり了承した。 

 

議題２地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）

事業所の指定更新について 

事務局から報告を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

質問等なし。 

 

議題３地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）

事業所の指定廃止（域外）について 

事務局から報告を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

質問等なし。 

 

午後２時 20 分閉会を宣言 

 

 


